
温
泉（
地
）は
自
然
資
源
と

人
文
資
源
を
併
せ
持
つ

本
稿
で
は
時
に
「
温
泉
（
地
）」
と
言

い
表
す
。
温
泉
資
源
を
表
す
「
温
泉
」
と

そ
れ
を
基
に
成
り
立
つ
「
温
泉
地
」
を
包

括
し
た
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
然
資
源

と
人
文
資
源
に
大
別
さ
れ
た
観
光
資
源

の
中
で
、
温
泉
（
地
）
は
両
方
に
ま
た
が

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
観
光
資
源
と
し
て

優
れ
て
複
合
的
な
特
性
を
持
つ
の
が
温
泉

（
地
）
な
の
で
あ
る
。

温
泉（
地
）の
自
然
資
源
、
人
文
資
源

の
理
解
に
は
、
以
前
に
日
本
温
泉
地
域
学

会
が
第
一
次
選
定
百
二
十
五
件
を
本
に
ま

と
め
た
「
日
本
温
泉
地
域
資
産
」
と
い
う

概
念
が
役
立
つ
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
日

本
温
泉
地
域
自
然
資
産
と
同
文
化
資
産
、

同
複
合
資
産
の
三
つ
で
構
成
さ
れ
る
。

温
泉
地
域
自
然
資
産
と
は
温
泉
資
源

そ
の
も
の
で
、
今
も
豊
か
に
自
然
湧ゆ

う

出し
ゅ
つ

す

る
泉
源
（
湯
元
）、
多
様
な
個
性
と
成
分

や
泉
質
を
有
す
る
源
泉
、
源
泉
が
生
み
出

す
固
有
の
自
然
現
象
の
果
実
（
間
欠
泉
、

噴
湯
丘
、
噴
泉
塔
、
石
灰
華
、
温
泉
に
生

息
す
る
特
殊
な
生
物
等
）
が
含
ま
れ
る
。

温
泉
地
域
文
化
資
産
に
は
日
本
の
湯

治
・
温
泉
文
化
を
特
色
づ
け
る
入
浴
・
温

泉
利
用
法
や
浴
槽
・
浴
舎
、
温
泉
神
社
や

温
泉
寺
・
薬
師
堂
を
含
む
温
泉
信
仰
、
伝

統
芸
能
・
行
事
、
情
緒
を
醸
し
出
す
温
泉

街
や
泉
源
広
場
、
伝
統
的
建
造
物
な
ど
が

含
ま
れ
る
。
ち
な
み
に
複
合
資
産
は
選
定

対
象
が
両
方
に
ま
た
が
る
例
で
あ
る
。

日
本
温
泉
地
域
資
産
は
日
本
の
貴
重

な
温
泉
資
源
と
温
泉
文
化
、
温
泉
地
の

歴
史
的
文
化
的
蓄
積
を
評
価
、
観
光
資

産
活
用
を
含
め
て
活
性
化
に
寄
与
す
る

目
的
で
選
定
し
た
。
自
然
資
源
と
人
文

資
源
を
併
せ
持
つ
観
光
資
源
と
し
て
温
泉

（
地
）
を
評
価
す
る
際
に
も
参
考
に
な
る

と
考
え
る
。

世
界
遺
産
の
例
で
は
、
ト
ル
コ
の
複
合

遺
産
「
ヒ
エ
ラ
ポ
リ
ス-

パ
ム
ッ
カ
レ
」
の

パ
ム
ッ
カ
レ
は
湧
出
源
泉
の
生
成
物
で
あ

る
石
灰
華
段
丘
で
、
ヒ
エ
ラ
ポ
リ
ス
は
隣

接
し
て
築
か
れ
た
古
代
温
泉
都
市
遺
跡

で
あ
る
（
写
真
１
）。

前
者
は
温
泉
地
域
自
然
資
産
ま
た
は

自
然
資
源
に
、
後
者
は
温
泉
地
域
文
化

資
産
ま
た
は
人
文
資
源
に
該
当
す
る
。

こ
の
た
び
刊
行
さ
れ
た
『
美
し
き
日
本

　

旅
の
風
光
』
で
は
、
日
本
を
代
表
す
る

観
光
資
源
の
種
別
に
「
温
泉
」
が
新
し
く

加
わ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
特
Ａ
級
と
Ａ
級

に
選
定
さ
れ
た
三
十
三
カ
所
（
注
１
）
の
温

泉
地
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
九
年
（
平
成
十
一
年
）
刊
の『
美

し
き
日
本
』
で
は
温
泉
を
取
り
上
げ
な

か
っ
た
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
近
年
の
国
内

外
観
光
客
の
温
泉
志
向
を
背
景
に
、
観

光
資
源
と
し
て
の
温
泉
（
地
）
を
再
評
価

し
た
と
言
え
よ
う
。
そ
こ
で
温
泉
評
価
の

歴
史
を
踏
ま
え
、「
日
本
が
誇
る
べ
き
素

晴
ら
し
い
温
泉
」
と
は
ど
の
よ
う
な
資
質
、

要
件
を
備
え
た
も
の
か
、
温
泉
の
選
定
評

価
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

石
川  

理
夫 4

温
泉
の
評
価
を
考
え
る温

泉
評
論
家
・
日
本
温
泉
地
域
学
会
会
長

29

写
真
１ 

ト
ル
コ
の
ヒ
エ
ラ
ポ
リ
ス-

パ
ム
ッ
カ
レ
：
野
天
風

呂
の
湯
底
に
古
代
ロ
ー
マ
遺
跡
（
筆
者
撮
影
）
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イ
ギ
リ
ス
の
「
バ
ー
ス
市
街
」
は
、泉
源

と
古
代
ロ
ー
マ
浴
場
遺
跡
（
写
真
２
）
を

含
む
街
並
み
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
歴
史

的
文
化
的
蓄
積
を
持
つ
温
泉
地
が
世
界
文

化
資
産
と
な
る
素
晴
ら
し
い
事
例
で
あ
る
。

温
泉（
地
）は
歴
史
的
に

ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ

て
き
た
か

そ
れ
で
は
温
泉
（
地
）
を
日
本
で
は
ど

の
よ
う
な
も
の
と
み
な
し
、
評
価
を
与
え

て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

文
献
上
最
も
古
い
例
は
、
奈
良
時
代
の

『
出い

ず
も
の
く
に

雲
国
風ふ

ど

き

土
記
』
の
島
根
県
玉
造
温
泉

と
湯
村
温
泉
に
関
す
る
記
述
に
見
ら
れ
る
。

湯
浴
み
す
れ
ば
「
形
容
端
正
」、「
万
病

除い

ゆ
」。
そ
の
た
め
、
前
者
を
「
神
の
湯
」

と
評
価
。同
じ
く
効
能
ゆ
え
に
後
者
は「
薬

湯
」
と
評
価
さ
れ
た
。
老
若
男
女
が
大

勢
集
い
、
ど
ち
ら
も
観
光
地
さ
な
が
ら
に

に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
し
か
し
何
よ
り
温
泉

（
地
）は
、入
浴
等
の
利
用
が
も
た
ら
す
恩

恵
、
療
養
効
果
に
よ
り
、「
神
の
湯
」
と

称
え
ら
れ
る
ほ
ど
評
価
を
得
た
の
で
あ
る
。

平
安
時
代
、
熊
野
に
詣
で
た
右
大
臣
・

藤
原
宗
忠
は
、
湯ゆ

ご

り

ば

垢
離
場
（
注
２
）
で
あ
っ

た
和
歌
山
県
湯
の
峰
温
泉
に
入
浴
し
た

感
激
を
「
こ
れ
は
神
の
験し

る
し

に
ほ
か
な
ら
な

い
。
此
の
湯
に
浴
す
れ
ば
万
病
を
消
除
す

る
と
い
わ
れ
る
」
と
日
記
『
中

ち
ゅ
う

右ゆ
う

記き

』
に

記
し
た
。
湯
の
峰
温
泉
も
世
界
文
化
遺

産
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
に
含

ま
れ
て
い
る
。

医
学
に
救
い
を
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
時

代
、
湯
治
療
養
地
と
し
て
温
泉
地
の
存
在

価
値
は
高
く
、
評
価
は
効
能
本
位
で
一
貫

し
て
い
た
。
相
撲
番
付
に
倣
っ
て
江
戸
後

期
に
流
行
す
る
温
泉
番
付
「
諸
国
温
泉

功
能
鑑
」（
図
１
）
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。 

こ
れ
は
全
国
の
温
泉
地
約
九
十
カ
所
を

東
西
に
分
け
て
三
役
か
ら
前
頭
ま
で
格
付

け
し
、
温
泉
名
の
上
に
「
万
病
・
諸
病
」

「
瘡
毒
」（
梅
毒
）
等
と
記
す
。
効
能
で
知

ら
れ
る
名
湯
を
選
定
評
価
し
て
お
り
、
東

の
草
津
温
泉
、
西
の
有
馬
温
泉
は
明
治
時

代
ま
で
不
動
の
最
高
位
・
大
関
を
保
っ
た
。

一
方
、
伝
統
的
な
効
能
的
評
価
法
と
並

行
し
て
、
新
た
に
江
戸
後
期
に
は
観
光
資

源
的
評
価
が
台
頭
す
る
。

一
例
は
、『
北
越
雪せ

っ

譜ぷ

』
で
知
ら
れ
る

越
後
の
文
人
・
鈴
木
牧ぼ

く

之し

が
平
家
落
人
伝

承
の
秘
境
・
秋
山
郷
を
十じ

っ

返ぺ
ん

舎し
ゃ

一い
っ

九く

の
勧

め
で
探
訪
し
、一
八
二
九
年（
文
政
十
二
年
）

に
出
し
た
『
秋
山
記
行
』
で
あ
る
。
同
書

は
秘
湯
紀
行
で
も
あ
り
、「
命
の
洗
濯
す

る
心
持
ち
」
と
、
野
天
風
呂
や
湯
を
愛め

で

る
観
点
か
ら
温
泉
を
評
価
し
て
い
る
。

江
戸
の
大
衆
消
費
文
化
が
成
熟
し
て
、

東と
う
か
い
ど
う

海
道
中ち

ゅ
う

膝ひ
ざ
く
り栗
毛げ

な
ど
滑
稽
本
の
旅
物

や
温
泉
紀
行
文
が
増
え
、
旅
の
許
可
を
得

る
「
湯
治
」
は
名
目
上
で
、
実
際
は
物
見

遊
山
の
温
泉
旅
行
が
広
ま
っ
た
。一
八
一
○

年
（
文
化
七
年
）
に
八や

隅す
み

蘆ろ

菴あ
ん

が
出
し
た

『
旅
行
用
心
集
』
は
日
本
初
の
温
泉
旅
行

ガ
イ
ド
で
、「
諸
国
温
泉
二
百
九
十
二
カ
所
」

を
収
録
。
冒
頭
に
「
唯
養
生
の
為
に
湯
治

す
る
人
は
勿
論
、
物
参
り
、
遊
山
な
が
ら

に
旅
立
」
人
に
も
見
易
く
し
た
、
と
刊
行

目
的
を
記
す
。
こ
う
し
た
ト
レ
ン
ド
が
新

し
い
温
泉
評
価
登
場
の
背
景
に
あ
っ
た
。

温
泉
資
源
の
卓
越
さ
が

選
定
評
価
の
基
に
あ
る

温
泉
評
価
の
歴
史
に
登
場
し
た
温
泉

地
の
う
ち
湯
の
峰
、
草
津
、
有
馬
の
各
温

泉
は
こ
の
た
び
も
選
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
温
泉
地
は
、
評
価
法
が
異
な
る
千
年
、

数
百
年
後
も
な
お
選
定
評
価
さ
れ
る
資

質
、
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

温
泉
（
地
）
は
自
然
資
源
と
人
文
資
源

を
兼
ね
備
え
た
複
合
的
な
特
性
を
持
つ

が
、
地
球
の
恵
み
た
る
温
泉
湧
出
を
基
に

成
り
立
つ
の
が
温
泉
地
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
温
泉
選
定
評
価
の
大
前
提
、
第
一
の

写真2  イギリスのバース：源泉をたたえた
古代ローマ浴場遺跡（筆者撮影）

図1  1817年（文化14年）刊の温泉番付表
「諸国温泉功能鑑」
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要
件
は
、
自
然
（
温
泉
）
資
源
の
豊
か
さ
、

卓
越
性
、
そ
の
優
れ
た
特
色
に
あ
る
と
考

え
る
。

今
回
、
草
津
温
泉
と
別
府
温
泉
郷
の

二
カ
所
が
特
Ａ
級
に
選
定
さ
れ
た
。
共
通

す
る
の
は
、
世
界
を
見
渡
し
て
も
傑
出
し

た
温
泉
資
源
を
有
し
、
そ
の
特
色
を
活
か

し
た
営
み
を
重
ね
、
人
文
資
源
・
文
化
資

産
た
る
温
泉
地
の
今
日
の
姿
、
景
観
や
街

並
み
を
築
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

草
津
温
泉
を
特
Ａ
級
と
評
価
す
る
の

は
、
高
温
自
然
湧
出
泉
の
泉
源
広
場
「
湯

畑
」
を
中
心
に
伝
統
的
な
和
風
旅
館
街

や
共
同
浴
場
群
を
持
つ
街
並
み
を
放
射

状
に
形
成
し
て
き
た
こ
と
（
図
２
）、
豊

富
に
湧
出
す
る
強
酸
性
泉
を
利
用
し
た

時
間
湯
と
い
う
伝
統
的
入
浴
法
・
湯
治

文
化
を
保
つ
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
酸
性

泉
は
火
山
性
温
泉
に
恵
ま
れ
た
日
本
の
代

表
的
泉
質
で
、
海
外
で
は
数
少
な
い
。

別
府
八は

っ
と
う湯

よ
り
成
る
別
府
温
泉
郷
は
、

温
泉
の
生
み
の
母
た
る
伽が

藍ら
ん
だ
け岳
・
鶴
見
岳

と
別
府
湾
の
間
の
傾
斜
地
に
広
が
る
自
然

景
観
が
素
晴
ら
し
い
。
そ
こ
に
二
〇
〇
一

年
（
平
成
十
三
年
）
の
「
21
世
紀
に
残
し

た
い
日
本
の
風
景
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
募
）
で

二
位
に
選
ば
れ
た
湯
煙
景
観
が
現
出
し
、

別
府
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

『
豊ぶ

ん
ご
の
く
に

後
国
風ふ

ど

き

土
記
』
に
も
記
さ
れ
た
も

う
一
つ
の
シ
ン
ボ
ル
が
鉄か

ん
な

輪わ

地
獄
（
写
真

３
）で
、噴
気
や
熱
泉
ほ
と
ば
し
る
地
獄

と
呼
ば
れ
る
泉
源
地
帯
が
多
く
見
ら
れ

る
の
も
日
本
の
温
泉
地
の
特
色
で
あ
る

（
注
３
）。

選
定
三
十
三
カ
所
の
う
ち
、
別
府
の
ほ

か
、登
別
、酸す

か

ゆ
ヶ
湯
、
乳
頭
温
泉
郷
、
玉
川
、

後ご

生し
ょ
う

掛が
け

、
鳴
子
、
那
須
湯
本
、
草
津
、
万

座
、
箱
根
大お

お
わ
く
だ
に

涌
谷
、
雲
仙
、
霧
島
温
泉
郷

の
計
十
三
カ
所
が
噴
気
・
地
獄
地
帯
を
持

つ
。
こ
れ
も
卓
越
し
た
自
然
（
温
泉
）
資

源
が
選
定
評
価
の
基
に
な
っ
て
い
る
証
左

だ
ろ
う
。

ま
た
、
塩
化
物
泉
、
硫
黄
泉
、
硫
酸

塩
泉
、
酸
性
泉
な
ど
九
種
類
に
大
分
類

さ
れ
る
泉
質
の
う
ち
、
別
府
温
泉
郷
は
放

射
能
泉
を
除
く
八
種
類
が
そ
ろ
う
の
も
、

霧
島
温
泉
郷
と
並
び
、
温
泉
資
源
の
多

様
性
、
豊
か
さ
を
表
し
て
い
る
。

温
泉
選
定
評
価
の

対
象
と
な
る
要
素

次
に
、
温
泉
選
定
評
価
の
対
象
と
な

る
資
質
、
構
成
要
素
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

草
津
は
「
草
津
温
泉
の
湯
畑
自
然
湧

出
泉
源
広
場
と
温
泉
街
、
共
同
湯
と
時

間
湯
」が
構
成
要
素
で
あ
る
。
別
府
は「
別

府
温
泉
郷
（
八
湯
）
の
湯
煙
景
観
と
鉄

輪
地
獄
、
伝
統
的
共
同
浴
場
群
と
入
浴

法
（
泥
湯
、砂
湯
）」
が
構
成
要
素
で
あ
る
。

草
津
の
温
泉
街
、
共
同
湯
、
時
間
湯
、
別

府
の
伝
統
的
共
同
浴
場
群
と
入
浴
法
（
泥

湯
、
砂
湯
）
は
人
文
資
源
の
構
成
要
素
で

あ
り
、
湯
煙
景
観
は
自
然
・
人
文
の
複
合

的
な
構
成
要
素
と
言
え
る
。

選
定
三
十
三
カ
所
中
、
純
粋
に
自
然

資
源
の
み
で
構
成
さ
れ
る
の
は
「
噴
煙
・

泉
源
地
帯
」
の
箱
根
大
涌
谷
一
件
で
あ
る
。

兵
庫
県
湯
村
温
泉
も
、
自
然
資
源
の
高

温
自
然
湧
出
泉
源
「
荒
湯
」
を
構
成
要

素
と
す
る
が
、『
夢
千
代
日
記
』
の
撮
影

舞
台
と
も
な
り
、
荒
湯
を
中
心
に
広
が
る

情
緒
漂
う
温
泉
街
も
観
光
資
源
と
し
て

大
き
な
資
質
、
構
成
要
素
た
り
得
て
い
る
。

一
方
、
人
文
資
源
の
構
成
要
素
の
み
で

評
価
さ
れ
る
温
泉
地
は
、
木
造
三
層
・
四

層
「
旅
館
街
」
の
山
形
県
銀
山
温
泉
、
日

本
初
の
計
画
的
「
石
段
街
」
の
群
馬
県
伊

香
保
温
泉
、「
総
湯
広
場
」
を
核
に
温
泉

街
を
形
成
し
た
石
川
県
山
中
、
山
代
温
泉
、

伝
統
的
共
同
浴
場
建
築「
道
後
温
泉
本
館
」

の
愛
媛
県
道
後
温
泉
を
始
め
数
多
い
。
こ

の
場
合
も
、
例
え
ば
青
森
県
酸
ヶ
湯
温
泉

の
「
伝
統
的
な
ヒ
バ
造
り
千
人
風
呂
」
が
、

風
呂
底
か
ら
湧
き
上
る
酸
性
硫
黄
泉
入
浴

の
た
め
造
ら
れ
た
よ
う
に
、
自
然
資
源
が

図2  江戸時代の「上州草津温泉之図」（草津町温泉資料館）。
湯畑を核に温泉街を形成している様子がうかがえる

写真3  別府・鉄輪地獄の海地獄（筆者撮影）
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基
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
う
し
た
構
成
要
素
は
、

・
自
然
資
源
と
し
て
の
温
泉
の
湧
出
現

象
（
以
下
草
津
と
別
府
を
例
に
と
れ

ば
、
自
然
湧
出
泉
源
、
鉄
輪
地
獄
）

・
源
泉
そ
の
も
の
（
強
酸
性
泉
、
八
種

類
そ
ろ
う
泉
質
）

・
周
囲
の
自
然
環
境

・
人
文
資
源
と
し
て
の
伝
統
的
な
浴
槽
・

浴
場
建
築
（
共
同
湯
、
共
同
浴
場
群
）

・
入
浴
・
温
泉
文
化
（
時
間
湯
、
泥
湯
・

砂
湯
）

・
街
並
み
（
広
場
、
温
泉
街
）

な
ど
六
項
目
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

六
項
目
全
て
に
優
れ
た
資
質
の
構
成

要
素
を
備
え
た
温
泉
地
は
、
特
Ａ
級
二

温
泉
地
の
よ
う
に
評
価
が
き
わ
め
て
高
い
。

一
軒
宿
、
秘
湯
型
の
Ａ
級
温
泉
地
の
場
合
、

街
並
み
と
い
っ
た
構
成
要
素
は
な
く
て
も
、

他
の
項
目
の
多
く
に
該
当
す
る
資
質
、
構

成
要
素
を
備
え
て
い
る
例
が
多
い
。

ま
た
、
項
目
的
に
は
一
、二
該
当
す
る

の
み
で
も
、
海
外
に
類
を
見
な
い
特
色
、

魅
力
、
日
本
の
温
泉
文
化
を
体
現
し
て
い

れ
ば
、
高
い
選
定
評
価
を
得
る
だ
ろ
う
。

日
本
の
町
で
歴
史
的
に
唯
一
広
場
を
形

成
し
得
た
の
は
温
泉
町
で
あ
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
草
津
の
泉
源
広
場
・
湯
畑
同
様
、

山
中
、
山
代
温
泉
の
「
総
湯
広
場
」
は
意

義
深
い
。
し
か
も
総
湯
は
中
世
の
惣そ

う

村そ
ん

以

来
温
泉
地
域
共
同
体
が
育
ん
だ
「
惣
湯
」

の
こ
と
で
、
温
泉
地
が
共
同
で
資
源
や
浴

場
を
管
理
す
る
伝
統
を
体
現
し
て
い
る
。

Ａ
級
温
泉
地
で
は
、
野
沢
、
渋
温
泉
の
核

と
な
る
共
同
湯
「
大
湯
」
も
以
前
は
惣
湯

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
地
域
共
同

体
に
よ
る
資
源
管
理 

（
コ
モ
ン
ズ
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
）
は
今
日
、
世
界
的
に
見
直
さ
れ

て
い
る
（
注
４
）。

ま
た
、
Ａ
級
選
定
の
鳴
子
、
那
須
湯
本
、

野
沢
、
渋
、
有
馬
、
城
崎
温
泉
な
ど
歴
史

あ
る
温
泉
地
は
、
泉
源
と
中
核
と
な
る
共

同
浴
場
を
温
泉
神
社
や
温
泉
寺
・
薬
師

堂
が
守
護
す
る
形
で
形
成
さ
れ
、
温
泉
の

恩
恵
に
す
が
っ
た
人
々
の
慈
し
み
や
畏い

敬け
い

の
念
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
湯
だ
け
で
な

く
、
長
く
効
能
評
価
を
支
え
た
人
々
の
思

い
が
、
訪
れ
る
観
光
客
に
も
深
い
安
ら
ぎ

を
与
え
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

世
界
に
評
価
さ
れ
る

＂
美
し
き
日
本
＂の
温
泉

環
太
平
洋
火
山
帯
に
位
置
す
る
日
本

は
、
源
泉
総
数
や
総
湧
出
量
、
温
泉
地

数
か
ら
み
て
世
界
一
の
温
泉
大
国
で
あ
る
。

こ
れ
は
温
泉
が
日
本
の
観
光
資
源
上
き
わ

め
て
大
き
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
り
得
る
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。

温
泉
が
日
本
人
に
と
っ
て
主
要
な
観

光
目
的
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
そ
れ
に
近
年
増
大
す
る
東
南
ア
ジ
ア

か
ら
を
含
む
外
国
人
観
光
客
は
、
主
な
訪

日
目
的
に
「
温
泉
」
を
挙
げ
て
い
る
。
実

際
、
箱
根
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
は

必
ず
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
大
涌
谷
に
立
ち
寄

り
、
噴
気
上
る
景
観
に
日
本
の
温
泉
資
源

の
豊
か
さ
を
実
感
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
日
本
は
温
泉
資
源
の
豊
か

さ
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
韓
国
や
台
湾
に
続
き
中
国
も
ま
た
近

年
、
日
本
を
参
考
に
し
た
大
深
度
掘
削
に

よ
る
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
拍
車
を
か
け

て
い
る
。
温
泉
地
の
数
が
三
千
カ
所
を
超

え
る
（
注
５
）
と
い
う
中
国
は
潜
在
的
な
温

泉
大
国
で
あ
り
、
や
が
て
は
国
際
的
に
温

泉
地
の
施
設
や
設
備
面
で
の
レ
ベ
ル
が
平

準
化
・
均
一
化
し
て
日
本
の
優
位
性
を
失

い
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
温
泉
選
定
評
価
に
示

さ
れ
た
よ
う
に
、
日
本
の
温
泉
資
源
と
温

泉
地
が
育
ん
で
き
た
歴
史
や
文
化
、
持
ち

味
を
活
か
し
、
ま
さ
し
く
＂
ニ
ッ
ポ
ン
の

オ
ン
セ
ン
＂
ら
し
さ
を
発
揮
し
、
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

日
本
の
温
泉
（
地
）
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観

光
資
源
と
し
て
も
っ
と
評
価
さ
れ
て
よ
い
。

今
回
の
温
泉
選
定
評
価
が
そ
の
一
助
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
い
し
か
わ　

み
ち
お
）

石川理夫（いしかわ みちお）
　1947年仙台市生まれ。東京大学法学部
卒業。百科事典編集者を経て、企画編集
会社有限会社ミュー・ワークス代表取締
役。温泉評論家。環境省中央環境審議会
自然環境部会温泉小委員会専門委員。
2012年より日本温泉地域学会会長。

（注１） この他にも種別「動物」で選ばれた「地
獄谷野猿公苑のサル」は長野県地獄谷
温泉に当たる。

（注2） 熊野本宮詣での人々が参詣前に湯の峰
温泉で心身を洗い清めた。

（注3） 火山性温泉が多いイタリアやニュージー
ランド等にも地獄景観がある。

（注4） 米国の女性政治学者エリノア・オストロム
がこの研究で2009年のノーベル経済学
賞を受賞した。

（注5） 于航（城西国際大学）「中国の温泉文化
について」『温泉地域研究』第６号より。
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